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「再活」×２ 

 

不動産を「再活」し、日本を「再活」する。 

2023年 12月 15日 

各位 

会社名 株式会社アルデプロ  

代表者名 代表取締役社長 椎塚裕一  

（コード番号 8925 東証スタンダード）  

問合せ先 取締役常務執行役員 
荻坂昌次郎 

 企画本部長 

（TEL 03-5367-2001）  

 

改善計画書の策定方針に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年 11 月 30 日付で開示した「特設注意市場銘柄の指定、上場契約違約金の

徴求および再発防止策の公表延期に関するお知らせ」に記載のとおり、株式会社東京証券取

引所より、当社の内部管理体制等について改善の必要性が高いと認められたことから、同日

付で特設注意市場銘柄に指定され、今後、株式会社東京証券取引所において内部管理体制等

の審査が行われます。 

当社は、特設注意市場銘柄の指定解除に向け、内部管理体制等の問題を抜本的に改善する

ための改善計画を策定することとし、当該計画の策定及び改善計画書の提出に向けた方針

を決定いたしましたので、以下のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 改善計画の策定方針 

当社は、2023 年９月 22 日付で受領した社外調査委員会の調査報告書（以下、「本調査

報告書」といいます。）において、調査対象である事案の事実関係、類似事案の存否、原

因分析並びに再発防止策のための提言を受けております。また、本調査報告書の内容を踏

まえ、過年度の決算内容を訂正開示いたしました。これらの発生原因として、主に当社の

ガバナンス上の問題、経営陣のコンプライアンス意識の欠如等が指摘されております。 

これを受け、株式会社東京証券取引所より当社の内部管理体制等について改善の必要

性が高いと判断され、同社より、2023 年 11 月 30 日付で当社は特設注意市場銘柄に指定

されることとなりました。 

当社では、外部専門家と協議しつつ、改めて、再発防止策を見直し、「改善計画・状況

報告書」を策定する方針です。策定にあたっては、社外調査委員会からの提言にとどまら

ず、原因分析及び再発防止策の検討を 2024年１月までに行い、再発防止のために実施す

べき項目の洗い出し及び具体的な対応策及び運用方法の検討を実施したうえで、2024 年

２月下旬を目処に、「改善計画書」の開示を予定しております。 

 

改善計画の策定・公表等については、以下のスケジュールのとおり実施予定です。 
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実施内容 実施（予定）日 

1 本調査報告書に基づいた、当社としての原

因分析 

2023年９月 22日～2023年 11月 30日 

（一部実施済） 

2 原因分析に基づく再発防止策の検討 2023 年９月 22 日～2023 年 11 月 30 日

（一部実施済） 

3 外部専門家も交えた、特設注意市場銘柄へ

の指定措置に基づく原因分析・再発防止策

の再検討 

2023年 11月 30日～１月上旬（予定） 

4 特設注意市場銘柄指定措置に対する 

改善計画の検討・ドラフトの策定 

2024年１月中旬（予定） 

5 日本取引所自主規制法人へ改善計画書 

ドラフトの提出 

2024年１月中旬（予定） 

6 改善計画・状況報告書の公表 2024年２月下旬（予定） 

 

なお、2023 年 11 月 30 日付「特設注意市場銘柄の指定、上場契約違約金の徴求および

再発防止策の公表延期に関するお知らせ」にてお知らせしたとおり、本来再発防止策を本

年 11月末までに策定・公表する予定でおりましたが、実効性のある防止策を策定するこ

とが最優先事項であると判断していたため、公表を延期しておりました。 

再発防止策につきましては、今後、開示予定の「改善計画・改善状況報告書」において

記載する予定の、再発防止に向けた改善施策として開示を行う予定です。 

 

2. 今後の見通し 

当社は、上記の改善計画の策定に取り組み、改善対策に努めてまいります。 

本開示内容及びスケジュールに変更・遅延が生じた場合には速やかに開示いたします。

  

以上 


